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小野寺節子 




















収集資料数 35 点 
・ 文献 19 点 
・ ビデオ 4 点 （堂上の盆踊り 3 点、金沢八幡の掛唄 1 点） 
・ 写真 フィルム 5 本 （徳島県の盆踊り関係 3 本、金沢八幡宮の掛唄関係 2 本） 
・ その他 7 点 （金沢八幡宮奉納伝統掛唄に関する伝承者メモ） 
 
論文等掲載数 3 件 
・ 星野紘 「民俗音楽と地域・学校・行政―民俗音楽の復活再生への方策」 日本民
俗音楽学会編 『民俗音楽の底力』 01.10 
・ 星野紘 「盆踊りの場所の変容とその本来」 星野紘著 『歌い踊る民』 勉誠社 
02.1 
・ 小野寺節子 「民俗芸能のマニュアル作成における成果と課題」 『芸能の科学』
29 02.3 
 
発表件数 3 件 
・ 宮田繁幸 「民俗芸能とイベント」 東京文化財研究所総合研究会 01.12 
・ 宮田繁幸 「無形の文化財保護における可能性」 シンポジウム・モーションキャ
プチャーと舞踊研究 立命館大学アートリサーチセンター 02.3 
・ 小野寺節子 「総合的な資料作成―東京都豊島区長崎獅子舞の場合を事例に」 第
4 回民俗芸能研究協議会 01.9 
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 平成 13 年度は、イベントの実態調査として、「第 40 回北上みちのく芸能まつり」（岩







収集資料数 82 点 
・ デジタル写真 82 コマ （広瀬のかんこ踊り 19 コマ、第 40 回北上みちのく芸能ま
つり 20 コマ、地域伝統芸能全国フェスティバル静岡大会 14 コマ、堺国際芸術芸能
フェスティバル 12 コマ、全国民俗芸能大会 17 コマ 
 
発表件数 1 件 
・ 宮田繁幸 「民俗芸能とイベント」 東京文化財研究所総合研究会 01.12 
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年度別研究実績概要 













収集資料数 321 点 
・ 文献 20 点 （長門の岩戸神楽舞 9 点、民謡・盆踊り歌 11 点） 
・ 写真 デジタル写真 301 コマ （岩戸神楽舞） 
 
記録作成数 3 件 
・ デジタルビデオ 11 本 （滝坂神楽 5 本、二道祖岩戸神楽舞 2 本、別府岩戸神楽舞 4
本） 
 
論文等掲載数 3 件 
・ 俵木悟 「長門の岩戸神楽舞について」 『芸能の科学』30 03.3 
・ 小野寺節子 「民謡伝承の場」 『芸能の科学』30 03.3 
・ 小野寺節子 「盆踊り唄『ナニャドヤラ』研究の視点」 『民俗音楽研究』27 03.3 
 
発表件数 3 件 
・ 俵木悟 「民俗芸能習得のメカニズム―備中神楽の事例から―」 第 90 回民俗芸
能学会研究例会 早稲田大学演劇博物館レクチャールーム 02.7.6 
・ 小野寺節子 「民俗音楽の構造と地域論の展開―埼玉県秩父地方の屋台ばやしを例
に―」 シンポジウム『地域研究としての民俗音楽研究』 日本民俗音楽学会 会
津大学 02.10.19 
・ 小野寺節子 「関東地方の芸能―三頭一人立ち獅子舞を例に―」 シンポジウム『民
俗芸能の分布と偏差―時代と地域からの検証―』 民俗芸能学会 玉川学園大学 
02.11.24 
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収集資料数 80 点 
・ デジタル写真 80 コマ （地域伝統芸能全国フェスティバル 40 コマ、中国・四国ブ
ロック民俗芸能大会 40 コマ） 
 
記録作成数 22 件 
・ デジタルビデオ 22 本 （国際民俗芸能フェスティバル 8本、中国・四国ブロック
民俗芸能大会 4 本、第 52 回全国民俗芸能大会 10 本） 
 
論文等掲載数 1 件 
・ 宮田繁幸 「イベント等における民俗芸能の公開に関する調査報告 1」 『芸能の
科学』30 03.3 
 
発表件数 1 件 
・ 宮田繁幸 「芸能における移動の意味」 第 26 回文化財の保存に関する国際研究
集会 東京国立博物館 02.12.5 
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年度別研究実績概要 

















収集資料数 500 点 
・ 文献 20 点 
・ 写真 デジタル写真 480 コマ （洲崎踊り 80 コマ、波左間ミノコオドリ 85 コマ、
川口ミノコオドリ 48 コマ、茂原昌平町ミノコオドリ 31 コマ、勝田の獅子舞 37 コ
マ、倉橋弥勒三番叟 7 コマ、白間津大祭 115 コマ、賀茂の花踊と三番叟 52 コマ、
その他 25 コマ） 
 
記録作成数 13 件 
・ DVD ビデオ 13 本 （洲崎踊り 1 枚、波左間ミノコオドリ 2 枚、川口ミノコオドリ 1
枚、茂原昌平町ミノコオドリ 1 枚、勝田の獅子舞 2 枚、第 7 回房総の郷土芸能 2 枚、
白間津大祭 3 枚、賀茂の花踊と三番叟 1 枚） 
 
論文等掲載数 1 件 
・ 俵木悟 「ミノコオドリの系譜―鹿島踊・弥勒踊の原像から距離をおいて―」 『芸
能の科学』31 04.3 
 
発表件数 1 件 
・ 俵木悟 「鹿島踊りの系譜―房総のミノコオドリ（ミロク踊り）を中心に―」 東
京文化財研究所総合研究会 東京文化財研究所セミナー室 03.10.14 
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 平成 15 年度は、民俗芸能の現地公開以外のイベントの実態調査として、「平成 15 年
度関東ブロック民俗芸能大会」（東京都千代田区）、「平成 15 年度近畿・東海・北陸ブ
ロック民俗芸能大会」（京都府亀岡市）、「平成 15 年度中国・四国ブロック民俗芸能大




幌 YOSAKOI ソーラン祭り」（北海道札幌市）の現地調査を実施した。 
 
収集資料数 416 点 
・ デジタル写真 416 コマ （地域伝統芸能全国フェスティバル 136 コマ、平成 15 年
度国際民俗芸能フェスティバル 第 46 回九州地区民俗芸能大会 139 コマ、第 12 回
札幌 YOSAKOI ソーラン祭り 135 コマ）  
 
記録作成数 32 件 
・ DVD ビデオ 16 本 （近畿・東海・北陸ブロック民俗芸能大会 4 枚、中国・四国ブロ
ック民俗芸能大会 4 枚、国際民俗芸能フェスティバル 九州地区民俗芸能大会」8
枚） 
・ デジタルビデオ 16 本 （関東ブロック民俗芸能大会 4 本、第 53 回全国民俗芸能大
会 12 本） 
 
論文等掲載数 2 件 




・ 宮田繁幸 「ブロック別民俗芸能大会全出演演目一覧」 『芸能の科学』31 04.3 
 
発表件数 1 件 
・ 俵木悟 「民俗芸能をめぐるフォークロリズム的現状」 民俗学と文化資源に関す
る特別委員会 日本民俗学会事務局（湯島） 03.8.2 
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年度別研究実績概要 















収集資料数 382 点 
・ 文献 28 点 
・ 写真 デジタル写真 354 コマ （東津汲鎌倉踊 1 コマ、三倉太鼓踊 56 コマ、谷汲
踊 21 コマ、白樫踊 25 コマ、桂古代踊 2 コマ、川合太鼓踊 50 コマ、上ヶ流太鼓踊
42 コマ、下ヶ流太鼓踊枚 51 コマ、川上ほうろ踊 106 コマ） 
 
記録作成数 7 件 
・ DVD ビデオ 7 枚 （三倉の太鼓踊 1 枚、川合の太鼓踊 1 枚、上ヶ流太鼓踊 1 枚、下
ヶ流太鼓踊枚 2 枚、川上ほうろ踊 2 枚） 
 
論文等掲載数 1 件 
・ 俵木悟 「民俗芸能の由来語りの近代性―揖斐郡の太鼓踊の事例から―」 『芸能の
科学』32 05.3 
 
発表件数 1 件 
・ 俵木悟 「各地の鹿島踊・弥勒踊とその特色」 第 35 回芸能部公開学術講座 江
戸東京博物館ホール 04.12.26 
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13 回札幌 YOSAKOI ソーラン祭り」（北海道札幌市）、「第 51 回高知よさこいまつり」の現
地調査を実施した。 
 
収集資料数 287 点 
・ デジタル写真 287 コマ （地域伝統芸能全国フェスティバル 43 コマ、関東ブロッ
ク民俗芸能大会 74 コマ、第 13 回札幌 YOSAKOI ソーラン祭り 90 コマ、第 51 回高知
よさこいまつり 80 コマ）  
 
記録作成数 32 件 
・ DVD ビデオ 15 本 （近畿・東海・北陸ブロック民俗芸能大会 5 枚、北海道・東北ブ
ロック民俗芸能大会 5枚、九州地区民俗芸能大会 5 枚） 
・ デジタルビデオ 21 本 （関東ブロック民俗芸能大会 4 本、地域伝統芸能全国フェ
スティバル 8 本、第 53 回全国民俗芸能大会 9本） 
 
論文等掲載数 1 件 
・ 宮田繁幸 「ブロック別民俗芸能大会―その歴史と現在―」 『芸能の科学』32 
05.3 
 
発表件数 1 件 
・ 宮田繁幸 「民俗芸能大会をめぐる今日的状況」 第 7回民俗芸能研究協議会 東
京文化財研究所 04.11.18 
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収集資料数 691 点 
・ 文献 36 点 
・ 写真 デジタル写真 655 コマ （神余かっこ舞 192 コマ、元町吉谷神社祭礼 275
コマ、石岡総社宮祭礼 70 コマ、三村須賀神社祭礼関係 3 コマ、竹原神社祭礼関係 7
コマ、木間神代の舞 108 コマ） 
 
記録作成数 10 件 
・ DVD ビデオ 10 枚 （神余かっこ舞 3枚、元町吉谷神社祭礼 4 枚、染谷十二座神楽 1
枚、木間神代の枚 2 枚） 
 
論文等掲載数 2 件 
・ 俵木悟 「『その他』の鹿島踊―祭礼行列に出る鹿島踊・弥勒踊を中心に―」 『芸
能の科学』33 06.3 
・ 俵木悟 「民俗芸能の変化についての一考察」 『民俗芸能の上演目的や上演場所の
調査研究報告書』 06.3 
 
発表件数 1 件 
・ 俵木悟 「『正しい神楽』の伝え方―現代における民俗芸能の伝承過程の一考察―」 
第 8 回「パフォーマンスの民族誌的研究」研究会 千葉大学社会文化科学研究科 
05.12.18
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収集資料数 114 点 
・ デジタル写真 114 コマ （第 52 回高知よさこいまつり 68 コマ、平成 17 年度九州
地区民俗芸能大会 46 コマ） 
 
記録作成数 28 件 
・ デジタルビデオ 28 本 （近畿・東海・北陸ブロック民俗芸能大会 11 本、北海道・
東北ブロック民俗芸能大会 4 本、度関東ブロック民俗芸能大会 4 本、中国・四国ブ
ロック民俗芸能大会 4本、九州地区民俗芸能大会 5 本） 
 
論文等掲載数 1 件 
・ 宮田繁幸 「民俗芸能とイベント公開」 『民俗芸能の上演目的や上演場所の調査
研究報告書』 06.3 
 
発表件数 1 件 
・ 宮田繁幸 「民俗芸能とイベント公開」 東京文化財研究所総合研究会 東京文化
財研究所セミナー室 06.03.07 



















クトの一環として、平成 14 年度には山口県長門地方の岩戸神楽舞、平成 15 年度には千
葉県安房地方のミノコオドリ、平成 16 年度には岐阜県揖斐郡の太鼓踊について、さらに






























































ば平成 6 年 7 月の「時代の変化に対応した文化財保護施策の改善充実について」の報告








































































































































































































































































































































































































































































































































































 1993 「シンポジウム 民俗芸能の継承・断絶・再生」『民俗芸能研究』18：pp. 23-51。 
川田順造 


















 1993 「儀礼とその釈義―形式的行動と解釈の生成」『課題としての民俗芸能研究』 
民俗芸能研究の会／第一民俗芸能学会編、pp. 99-154、ひつじ書房。 
福島真人編 
 1995 『身体の構築学―社会的学習過程としての身体技法―』、ひつじ書房。 
三隅治雄 








































昭和 15 年から 21 年まで、東京の中野で洋服の仕立てを修業し、21 年に相馬に戻った。


























成 9 年には第 18 回となった。 
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民謡伝承の場 
 
・深山田すきだよ 紙漉きいやだ 夜詰め早起き 水仕事 
・紙の儲けは カンダのように みんな問屋の 懐に 
・なんぼいやでも 漉かねばならぬ いとし妻子が 居るだもの 
・月はかたむく 夜はしんしんと 更けてまだ打つ 紙絹を 





成 11 年 1 月の歌詞メモでは、次のように記されている。 
 
・深山田すきだよ 〔←いやだいやだよ〕 カッポー カッポー 紙漉きなれど 〔←
紙漉きゃいやだよ〕 カッポ カッポ 夜詰め早起き カッポ 水仕事 カッポ 
カッポ 
・紙の儲けは カッポー カッポー カンダのように カッポ カッポ みんな問屋
に カッポ しぼられる カッポ カッポ 
・いかにつらくも 〔←どんなに苦しくも〕 カッポー カッポー 漉かねばならぬ 
カッポ カッポ かわいい妻子の カッポ ためじゃもの 〔←生きるため、暮ら
すがため〕 カッポ カッポ 
・月はかたむく カッポー カッポー 夜はしんしんと カッポ カッポ 更けてま

















そして、さらに歌の発表の機会、後継者の育成や活路を期待し、平成 14 年 2 月 1 日、
「民謡いわき支部」として、財団法人日本民謡協会から支部の認証を受けた。ちなみに、
平成 13 年 11 月の時点で、この協会の団体数は約 1000 支部、個人会員は約 35000 人で、








































































支部長の推薦する 75 歳以上で協会に 7 年以上在籍し、功労のあった会員に「敬寿













目 5 段階で、全国各地（平成 14 年度は 10 地区で実施）で 8月から 10 月にかけて実














































『山梨県芸術文化史』第三部（山形県芸術文化会議編 平成 5 年）に記された高橋昭
氏の「民謡編」（401～413 ページ）では、山形県内の民謡団体の動向が整理されている。
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 内容は、前編にあたる浅野健二氏執筆の県内伝承民謡の概要に続くものである。これに
よると、戦後の NHK のど自慢大会や NHK 東北民謡コンクールでの出場・上位入賞の様子、
昭和 25 年の日本民謡協会発足当時のエピソードや全国大会への出場状況、同協会の民謡













昭和 40 年代末までの協会全体の流れは、①昭和 25 年の協会設立、②20 年代後期の初
期活動、③昭和 30 年代の大会拡充と初期リーダーの交代、④昭和 40 年の財団法人化、








表（141 ページ）によると、昭和 26 年 1 月 5 日に、第一回第一研究部会が開催されてい
る。これは、これらを押し進めるために作られた研究会で、第 1 部（唄）菊池淡水、第
2 部（和楽系伴奏）、第 3 部（洋楽系歌及び伴奏）佐々木章、第 4 部（舞踊）花柳徳兵
衛、〔第 5 部欠〕、第 6 部（作曲）大村能章、第 7 部（作詞）高橋掬太郎が世話人とな
り始まった。そして、会報 7 号（昭和 26 年 3 月）では佐々木章の初等音楽講座、8 号（同
年 4 月）では菊池淡水の初等民謡講座、11 号（同年 7 月）では榎本秀水の尺八講座が掲
載されるようになった。『協会史』でも触れているが、「この他舞踊、童謡、作曲、編
曲などあらゆる部門に互って研究活動が行われ、高い理想のもとに協会の研究活動は出





忠一郎の『東北の民謡 岩手県の巻』（仙台放送局）、19 年に『日本民謡大観 関東篇』
（日本放送協会）が刊行されており、これらの刊行は戦後に続いてきたのである。また、
























































調査 ウ、従来の調査状況 （2）録音テープによる収録 ア、録音対象「原則として調
査票による調査の際に同時に録音を行うものとした。」イ、録音方法「収録テープはカ
セットテープを原則とし、そのテープは 60 分ものを使用した。さらに、7 インチオープ
ンテープにも転写し、オープンテープは文化庁（東京国立文化財研究所）へ提出し、カ
セットテープは千葉県で保管することとした。」 （3）写真による記録 をあげている。 
青森県報告書の「調査概要」の「第六節 調査方法」では、1、事前調査 2、調査票に
よる調査 3、録音テープによる収録・調査 （1）録音者 （2）対象「「調査民謡リス
ト」による録音と、録音時に改めて伝承者に質問することによって、記憶を蘇らせても




ジットを録音した。1 通し番号（地区別 録音順番号） 2 名称 3 伝承地（市町村名） 


























京都府の CD『京都府の民謡』3 枚組（京都府教育委員会 平成 4 年）のブックレット
は、「はじめに」に「その音（昭和 56・57 年度実施の民謡緊急調査で録音したもの） 
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 県別民謡緊急調査報告書刊行状況 （2003/3 小野寺作成） 
県名＼年 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 99 未刊
福 島 ○             
千 葉 ○             
埼 玉 ○             
神 奈 川 ○             
石 川 ○             
兵 庫 ○             
愛 媛 ○             
香 川 ○             
宮 崎 ○             
山 口  ○            
山 形   ○           
栃 木   ○           
東 京   ○           
山 梨   ○           
愛 知   ○           
京 都   ○           
和 歌 山   ○           
沖 縄   ○           
長 野    ○          
鹿 児 島    ○          
鳥 取     ○   ○      
岩 手     ○         
宮 城     ○         
岐 阜     ○         
富 山     ○         
大 分     ○         
新 潟      ○        
静 岡      ○        
滋 賀      ○        
島 根      ○        
茨 城       ○       
福 岡       ○       
秋 田        ○ ○     
青 森        ○      
福 井        ○      
長 崎        ○      
佐 賀        ○      
熊 本        ○      
北 海 道         ○     
群 馬         ○     
広 島         ○     
高 知         ○     
三 重          ○    
岡 山           ○   
徳 島           ○   
大 阪             △ 
奈 良             △ 











三重県の CD『三重県の民謡』3 枚組（三重県教育委員会 平成 5 年）のブックレット
は、「一、この録音盤は、平成 5 年度に三重県の民謡伝承活動の一環として国庫補助を
得て作成したものである。四、民謡の収録は曲種別にまとめ、曲名、伝承地、整理番号




















































為（協会の根本的規則、一人入会金 1000 円、会費年額 3000 円）に基づき支部が
認証される。会員には会員証が交付され、協会名簿に登録される。 
 賛助会員は、協会の業務並びに民謡民舞の普及拡大等に協賛する個人または法
人（個人年会費 12000 円、法人年会費 50000 円）。 
 準会員は、15 歳未満で協会に入会希望の方は準会員会費（年会費 200 円）を




5000 円、年会費 30000 円）。 
（2） 『日本民謡協会史』町田佳聲監修 日本民謡協会 昭和 55 年（1980）、パンフ
レット「平成 11 年度 民謡民舞全国大会」財団法人日本民謡協会 平成 11 年
（1999）、財団法人日本民謡協会ホームページ記載事項による。 
（3） 「財団法人 日本民謡協会会報」は、年間 6 回発行され、平成 15 年 1 月で第 325
号となっている。 






・ 『日本民謡協会史』 町田佳聲監修 日本民謡協会 昭和 55 年（1980） 71～136
ページ 
・ パンフレット「坂脇尚基 50 周年記念民謡人すじ」 坂脇尚基 50 周年記念公演大会
実行委員会 平成 11 年（1999） 18 ページ 
・ パンフレット「平成 11 年度民謡民舞全国大会」 財団法人日本民謡協会 平成 11
年（1999） 8～9 ページ 
・ 「みんようひとすじ坂脇尚基」『月刊みんよう文化』8 月号 産経新聞社 昭和 61
年（1986） 12～17 ページ 
・ 高橋昭「民謡編」『山梨県芸術文化史』第三部 山形県芸術文化会議編 平成 5 年




※ 本論考は、このプロジェクトの成果の一環として、『芸能の科学』第 30 号に掲
載されたものを、著者の許可を得て再録したものである。 



























































































































































う。このフェスティバルは、平成 4 年 9 月に施行された「地域伝統芸能等を活用した行
事の実施による観光及び特定地域商工業の振興に関する法律」（いわゆるお祭り法）に
基づいて設立された公益法人である財団法人地域伝統芸能活用センターの中心的事業で





と定められており、これにより支援事業実施機関として平成 4 年 12 月に設立されたのが










82,066,223 円で、総事業費 171,931,651 円のほぼ 5 割近くに上る。平成 17 年度はまだ
決算額が公表されていないが、予算額で見ると事業費予算が 149,223,000 円に対し、地
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 域伝統芸能活用事業費予算は 71,818,000 円とほぼ同比率となっている。 
さてこの地域伝統芸能全国フェスティバルは、平成 5 年 10 月に石川県金沢市において
第 1 回が開催され、平成 17 年度までに 13 回を数えるに至っているが、第 1 回の開催以
前に財団単独事業として、平成 5 年 3 月に東京の両国国技館において「地域伝統芸能歳
時記」と銘打った大会を開催しており、これを第 0 回とカウントすると実質的には現在




第 0 回 テーマ：「地域伝統芸能歳時記」 
開催日時：平成 5 年 3月 11 日 
開催地：東京都墨田区 
主要会場：両国国技館 
出演団体：12 団体（443 名） 
観客数：3,950 人 
 
第 1 回 テーマ：「伝統芸能で訪ねる日本の四季」 
開催日時：平成 5 年 10 月 9 日～11 日 
開催地：石川県金沢市 
主要会場：石川県産業展示館 
出演団体：25 団体（1,046 名） 
観客数：10,288 人 
 
第 2 回 テーマ：「日本のまつり～村のまつり・町のまつり～」 
開催日時：平成 6 年 10 月 7 日～9 日 
開催地：熊本県熊本市 
主要会場：熊本県立芸術劇場 
出演団体：52 団体（1,420 名） 
観客数：211,200 人 
 
第 3 回 テーマ：「日本のまつり～賑わい～」 
開催日時：平成 7 年 5月 26 日～28 日 
開催地：香川県高松市 
主要会場：サンメッセ香川 
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出演団体：56 団体（2,192 名） 
観客数：102,000 人 
 
第 4 回 テーマ：「お祭り風土記」 
開催日時：平成 8 年 6月 14 日～17 日 
開催地：岩手県滝沢村 
主要会場：岩手産業文化センター 
出演団体：51 団体（1,100 名） 
観客数：30,000 人 
 
第 5 回 テーマ：「祭りの交流」 
開催日時：平成 9 年 5月 23 日～25 日 
開催地：島根県松江市、大社町 
主要会場：くにびきメッセ、出雲大社境内 
出演団体：58 団体（1,560 名） 
観客数：276,000 人 
 
第 6 回 テーマ：「祭りのふるさと」 
開催日時：平成 10 年 5月 22 日～24 日 
開催地：岐阜県高山市、下呂町 
主要会場：高山市民文化会館・飛騨の里、下呂観光会館 
出演団体：26 団体（639 名） 
観客数：276,000 人 
 
第 7 回 テーマ：「海の祭・山の祭」 
開催日時：平成 11 年 5月 21 日～23 日 
開催地：和歌山県田辺市、白浜町 
主要会場：紀南文化会館、白良浜特設舞台 
出演団体：41 団体（1,050 名） 
観客数：105,000 人 
 
第 8 回 テーマ：「北の大地に広がれ ふるさとの祭り～まつりのルーツ・まつりの伝承
～」 
開催日時：平成 12 年 8月 10 日～12 日 
- 57 - 
 開催地：北海道旭川市 
主要会場：旭川市文化会館、常磐公園特設会場 
出演団体：286 団体（14,183 名） 
観客数：1,220,000 人 
 
第 9 回 テーマ：「21 世紀の『伝統文化の街道』を創造し未来へ」 
開催日時：平成 13 年 10 月 12 日～14 日 
開催地：静岡県静岡市 
主要会場：グランシップしずおか 
出演団体：32 団体(729 名) 
観客数：58,000 人 
 
第 10 回 テーマ：「海が運ぶ・まつりの響演」 
開催日時：平成 14 年 11 月 7 日～10 日 
開催地：富山県富山市 
主要会場：オーバードホール 
出演団体：29 団体（602 名） 
観客数：44,500 人 
 
第 11 回 テーマ：「海・山・島、心に響くふるさとのまつり『自然が恵むまつりの賑い』」 
開催日時：平成 15 年 10 月 10 日～12 日 
開催地：広島県広島市 
主要会場：広島県立総合体育館 
出演団体：66 団体（1,991 名） 
観客数：374,100 人 
 
第 12 回 テーマ：「祝祭！自然の恵み、実りの秋『大祝祭空間 祭が奏でる豊年の秋！』」 
開催日時：平成 16 年 10 月 22 日～24 日 
開催地： 茨城県水戸市 
主要会場：茨城県庁構内特設ステージ 
出演団体：33 団体（1,798 名） 
観客数：526,000 人 
 
第 13 回 テーマ：「祭の力！人の技！伝え育む地域伝統芸能『交歓！祭がもたらす友好
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の輪』」 
開催日時：平成 17 年 10 月 14 日～16 日 
開催地：山形県酒田市、鶴岡市、庄内町 
主要会場：酒田市市民会館、鶴岡市文化会館、庄内町文化創造館 












為には、その第 3 条で法人の目的を次のように掲げている。 
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の表現はそのまま第 11 回にも踏襲されている。また、平成 16 年度の第 12 回の茨城大会
プログラムでは、基本方針として、以下の 5点を掲げている。 
1.  地域伝統芸能の保存・継承・発展と観光素材としての再認識 
2.  地域伝統芸能を中心に地域の魅力を発信 
3.  世代間の交流 
4.  地域間の交流 
5.  地方文化の復権 
これらをみると、当初の地域伝統芸能の活用一点張りから、芸能そのものの保存につ





































































































































































この出演対価の問題を明確に意識するようになったのは、平成 13 年度と平成 14 年度
に実施した出演団体に対するアンケート調査による⑤。対象としたのは地域主導型のイベ
ント成功例としてよく知られている、岩手県北上市の「北上みちのく芸能まつり」であ
り、平成 13 年度・平成 14 年度の出演団体にイベントに対する意識調査を実施したもの
である。このイベントは単なる観光型のイベントではなく、民俗芸能保護についても良
く配慮されたものであり、出演団体からも「今後の出演に対して消極的」という否定的
な評価は 66 回答中 4 件と少なく、総じて高く評価されているという結果を得た。しかし、
「（イベント）出演して感じたデメリットは」という問いに対しては、「経済的負担が
大きい」が 22 件と最も多く、「練習の負担が大きい」17 件を上回る結果となった。ま
た前述した近畿・東海・北陸ブロック民俗芸能大会のアンケートでも、「大会に参加し
たときのことを伺います。かつて出演した時、どのような感想・評価を持ちましたか」
という問いに対し、回答 357 件中「問題があった」との回答が 61 件（17.1％）あり、そ
のうち経費的な負担に問題があったという趣旨の回答が 18 件見られる。 

















































































勝男「民俗芸能大会雑感」、尾島利雄「民俗芸能大会について」（平成 2 年 11 月 民
俗芸能学会）、及び『民俗芸能研究』第 33 号の植木行宣・三隅治雄・神田より子・
笹原亮二・千葉雄市・中村規・小島美子による「平成 12 年度大会シンポジウム 民
俗芸能大会のこれまでとこれから」（平成 13 年 9 月 民俗芸能学会）に詳しい。 
②  拙稿「ブロック別民俗芸能大会―その歴史と現在」P194～P197（『芸能の科学』
32 号 平成 16 年 3 月 東京文化財研究所）  
③  拙稿「ブロック別民俗芸能大会―その歴史と現在」P199（『芸能の科学』32 号 平
成 16 年 3 月 東京文化財研究所） 
④  第 7 回民俗芸能研究協議会報告書「民俗芸能の公開をめぐって」P66～P72（平成
17 年 3 月 東京文化財研究所） 
⑤  拙稿「イベント等における民俗芸能の公開に関する調査報告 1」（『芸能の科学』
30 号 平成 15 年 3 月） 
⑥  例外的に、公的機関の公開事業で長年定着している有料公開の例としては、「京
の郷土芸能まつり」がある。平成 17 年度は、京都市・財団法人京都市文化観光資源
保護財団・社団法人京都市観光協会の主催で、3 月 6 日に開催された。この大会は
35 回の歴史を持ち、発足当初から有料公開であったという。ちなみに、平成 17 年度














資料 1 地域伝統芸能全国フェスティバル出演芸能一覧 
 
本資料は、平成 17 年度の第 13 回までの各全国フェスティバル及びそのプレ大会とし














資料 2 ブロック別民俗芸能大会出演演目一覧補遺 
 
本資料は、『芸能の科学』31 号（平成 16 年 3 月 東京文化財研究所）において公開
した「ブロック別民俗芸能大会出演演目一覧」の、追加データである。追加したのは、
平成 16 年度・17 年度分データである。 
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　資料　１　地域伝統芸能全国フェスティバル出演芸能一覧
回

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































数 ブロック 年月日 開催地 県名 芸能名 指定等



























































数 ブロック 年月日 開催地 県名 芸能名 指定等
北海道 アイヌ古式舞踊 国指定
青森 小目名神楽
岩手 三本柳さんさ踊り
宮城 上町法印神楽
秋田 仁井田番楽
蕨岡延年の舞
萩野獅子踊山形
成澤田植踊
北海道・東北 H17.10.23 山形県山形市
福島 田島の三匹獅子
茨城 利根地固め唄
栃木 不参加
群馬 不参加
埼玉 不参加
千葉 不参加
東京 不参加
長井町飴屋踊り神奈川 牛込の獅子舞
新潟 燕の神楽・戸隠神社御神楽
山梨 塩平の獅子舞
長野 五束の太々神楽
関東 H17.10.23
神奈川
県横浜
市
静岡 富士宮囃子
富山 出町子供歌舞伎曳山
石川 深瀬のでくまわし 国指定
福井 若狭能倉座の神事能
愛知 島文楽
岐阜 恵那文楽
三重 安乗の人形芝居 国指定
滋賀 冨田人形
奈良 奈良豆比古神社の翁舞 国指定
京都 和知人形浄瑠璃
大阪 能勢の浄瑠璃
兵庫 池尻神社人形狂言
近畿・東海・北
陸
H17.08.2
7,28
大阪府
大阪市
和歌山 花園の仏の舞
因幡の傘踊鳥取 さいとりさし
島根 海潮山王寺神楽
岡山 福石荒神社神楽獅子舞
広島 矢野の神儀
徳島 祖谷音頭踊り
香川 和田雨乞踊
愛媛 興居島の船踊り
高知 池川神楽 国指定
中国・四国 H17.11.06 鳥取県鳥取市
山口 山代白羽神楽
福岡 植木三申踊
佐賀 村田浮立
長崎 百津浮立
熊本 下里臼太鼓踊り
宮崎 元禄坊主踊り
士踊（稚児踊）鹿児島 入来町の疱瘡踊
47
九州 H17.10.30
鹿児島
県鹿児
島市
沖縄 津覇の獅子舞
民俗芸能のイベント公開
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